
【2】 放物線 P の焦点を F,準線を `とする。次の (1) ∼ (4)を証明せよ。

(1) 放物線 P 上に 2点 P,Qを取る。直線 PQと `の交点を Rとする。半直線 QFSを引く。

この時 FRは∠RFSを 2等分する。
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(2) 放物線 P 上に点 Tを取り、Tから `に下ろした垂線の足を T′, P の Tにおける接線をmとする。

この時mは∠FTT′の 2等分線である。[光線定理]
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(3) 点 Pから放物線 P に 2つの接線を引き、接点を S,Tとする。

この時、4FSP∽ 4FPT[2接線系基本定理]
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(4) 点 Pから放物線 P に 2つの接線を引き、接点を S,Tとする。Pを通り P の軸に平行な直線と STの交点

をMとする。

この時、MS = MT
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[解答]

点 Xから `に下ろした垂線の足を X′で表す事にする。

(1)

y = x2
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FQ : FP = Q′Q : P′P = RQ : RP

故に、外角の 2等分線の定理の逆より、FRは∠RFSを 2等分する。

(2)
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(1)において、∠PFR = 1
2
(180◦ − ∠QFP)

両辺を P → Qとすると、∠QFR = 90◦

故に、(2)の図において、∠TFR = 90◦ · · · 1©
ここで∠TT′R = 90◦ (仮定) · · · 2©,TRは共通 · · · 3©,TF = TT′ (P の定義) · · · 4©
1© ∼ 4©より4TFR ≡ 4TT′R (斜辺と他の 1辺相等)

故にmは∠FTT′を 2等分する。
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(3)
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FS′と直線 PSの交点をMとする。

SF = SS′, (2)より、直線 SPは FS′の垂直 2等分線 · · · 1©
同様にして、直線 TPは FT′の垂直 2等分線 · · · 2©
1©, 2©より PS′ = PF = PT′,故に Pは4FS′T′の外心である。· · · 3©
∴∠FSP = ∠S′SP (∵ 1©)

= ∠MS′T′ (∵ ∠SMS′ = ∠SS′T′ = 90◦)

= 1
2
∠FPT′ (∵ 3©)

= ∠FPT (∵ 2©) · · · 4©
同様にして∠FTP = ∠FPS · · · 5©
4©, 5©より4FSP∽ 4FPT (2角相等)

(4)

(3)解答において、PS′ = PT′

∴P′S′ = P′T′

∴MS = MT■
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